
高額療養費の自己負担限度額が
変更になります

　同一月内の医療費の負担が高額となり、定められた自己負担額を超えた場合、限度額を超えた分は
高額療養費として支給されます。この自己負担限度額が70歳以上の方については、平成29年8月診療
分から変更となります。

　平成29年10月入院分から療養病床に入院する65歳以上の方は居住費
（光熱水費相当額）の自己負担額が次のとおり変更となります。

※難病の方の自己負担額は0円のまま変更ありません。

お知らせ

国保
からの

お知らせ

国保
からの

70歳以上の方の自己負担限度額（月額）

● 平成29年7月診療分まで

● 平成29年8月診療分から

入院時居住費の変更について

低所得者Ⅰ、Ⅱ以外

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

平成29年9月入院分まで

320円／日

320円／日

320円／日

平成29年10月入院分から

370円／日

370円／日

370円／日
入院医療の必要性が高い方

（※難病の方を除く）
0円／日 200円／日

適用区分 自己負担の割合 外来（個人ごと） 外来と入院の世帯合算

現役並み所得者 3割負担

2割負担
または
1割負担

44,400円

12,000円

8,000円

一　般

低所得者
Ⅱ

Ⅰ

80,100円+（医療費－267,000円）×1％
※4回目以降の限度額……44,400円

44,400円

24,600円

15,000円

適用区分 自己負担の割合 外来（個人ごと） 外来と入院の世帯合算

現役並み所得者 3割負担

2割負担
または
1割負担

57,600円

8,000円

一　般

低所得者
Ⅱ

Ⅰ

80,100円+（医療費－267,000円）×1％
※4回目以降の限度額……44,400円

14,000円
（年間144,000円上限）

57,600円
※4回目以降の限度額……44,400円

24,600円

15,000円

　医療費が高額になりそうなとき、「限度額適用認定証」（以下「認定証」という）を病院の窓口
に提示すれば自己負担する医療費が高額療養費制度の自己負担限度額までとなります。

　平成29年4月1日より健康増進室の利用時間が変更になります。
　今後とも皆様のご利用をお待ちしております。

　上記のとおり、一時的に高額な医療費を自己負担する必要がなくなり、組合に高額療養費として後から
払い戻しの申請をする手間もかかりません。
　認定証は、入院のほか外来でも使用できますので、今のところ通院・入院の予定がない方にも、事前の
申請をお勧めしております。
　詳しくは、組合のホームページや国保のしおりをご覧ください。

限度額適用認定証の申請について

健康増進室利用時間の変更のお知らせ

火～金

土・日

月・祝

13：00～21：00

13：00～18：00

休館日

平成29年3月31日まで 平成29年4月1日から

月～金

土・日・祝

9：00～17：00

休館日 

※70歳以上の方については、高齢受給者証が認定証の代わりになりますのでご申請いただく必要はありません。

④医療費の7割（70万円）と
　高額療養費（212,570円）
　を支払い税理士国民

健康保険組合

①医療費の3割
　（30万円）を
　支払う

③高額療養費
　（212,570円の
　支給）

医療費の7割
（70万円）の請求

医療費の7割
（70万円）を支払い

②高額療養費
　の支給申請

70歳未満の
加入者

保険医療機関保険医療機関 税理士国民
健康保険組合

70歳未満の
加入者

①保険証と認定証を提示

②一定の限度額
　（87,430円）を
　支払う

③医療費の7割（70万円）と
　高額療養費（212,570円）
　の請求

高額療養費として
申請する場合

認定証を
使用した場合

総医療費：100万円
所得区分：ウ

総医療費：100万円
所得区分：ウ
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